
相模原市暴力団排除条例に基づく契約事務からの暴力団排除について 

 

平成２４年１月１日より相模原市暴力団排除条例（平成２３年相模原市条例第３１号。

以下「条例」という。）が施行されたことに伴い、次のとおり契約条件を定めます。 

なお、対象となる契約は平成２４年１月１日以降に契約するものです。 

 

（暴力団排除に係る落札決定の取り消し） 

１ 落札決定後、契約締結までの間に、当該落札決定の通知を受けた者（以下「落札者」

という。）が、次の各号のいずれかに該当するときは、当該落札決定を取り消し、この

契約を締結しないこととする。この場合において、取り消しにより落札者に損害が生じ

ても、賃貸人はその損害の賠償の責めを負わないものとする。 

（１）落札者が個人である場合には、その者が、条例第２条第４号に規定する暴力団

員等（以下「暴力団員等」という。）と認められるとき、又は、法人等（法人又は

団体をいう。）である場合には、同条第５号に規定する暴力団経営支配法人等と認め

られるとき。 

（２）落札者が、神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号。以下

「県条例」という。）第２３条第１項に違反したと認められるとき。 

（３）落札者が、県条例第２３条第２項に違反したと認められるとき。 

（４）落札者が条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認められる

もの、又は落札者の支店若しくは営業所（常時業務の契約を締結する事務所をい

う。）の代表者が、暴力団員等と密接な関係を有すると認められるものであると認

められるとき。 

 


